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１．公園の分類
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→ 環境省設置法

→ 都市公園法

→ 自然公園法

○公園は、「営造物公園」と「地域制定公園」に大別されます。

○「営造物公園」：国又は地方公共団体が土地の権限を取得して管理します。

○「地域制定公園」：国又は地方公共団体が土地の権限に関係なく指定して管理します。

○公園に関する法律は「環境省設置法」、「都市公園法」、「自然公園法」の３つがあり、それぞれの目的に準じて

公園化がなされます。

権限



１．公園の分類
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国民公園

環境省設置法の抜粋（環境省を設置するための法律）

第一章 総則

（目的）

第一条 この法律は、環境省の設置並びに任務及びこれを達成するため必要となる明確な範囲の所掌事務を定めるとともに、その

所掌する行政事務を能率的に遂行するため必要な組織を定めることを目的とする。

第二章 環境省の設置並びに任務及び所掌事務等

第一節 環境省の設置

（設置）

第二条 国家行政組織法 （昭和二十三年法律第百二十号）第三条第二項 の規定に基づいて、環境省を設置する。

第二節 環境省の任務及び所掌事務

（任務）

第三条 環境省は、地球環境保全、公害の防止、自然環境の保護及び整備その他の環境の保全（良好な環境の創出を含む。以下単

に「環境の保全」という。）並びに原子力の研究、開発及び利用における安全の確保を図ることを任務とする。

（所掌事務）

第四条 環境省は、前条の任務を達成するため、次に掲げる事務をつかさどる。一 環境の保全に関する基本的な政策の企画及

び立案並びに推進に関すること。

途中略

十五 皇居外苑、京都御苑及び新宿御苑並びに千鳥ケ淵戦没者墓苑の維持及び管理に関すること。

以下略

○国民公園は、皇居外苑、京都御苑、新宿御苑、千鳥ケ淵戦没者墓苑の４つだけで、荒川太郎右衛門地区の公園化には

関係しません。



１．公園の分類
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国立公園・国定公園・都道府県立自然公園

傑出という要件に該当しない

○「自然公園法」では、「傑出」という条件が必要ですが、荒川太郎右衛門地区には、そこまでの風景がなく、指定は

難しいと考えられます。



１．公園の分類
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都市公園 都市公園法

主旨が

異なる

す。

○「都市公園」には様々な種別があり、その中で、住環境に関するものは荒川太郎右衛門地区の自然再生の主旨

とは一致しません。



１．公園の分類
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都市公園 都市公園法

主旨が

異なる

主旨が

異なる

候補

候補

つづき

○「都市公園」の中では「国営公園」と「都市林」が候補になると考えられます。



１．公園の分類
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都市公園 国営公園

関東には４つの

国営公園がある。

埼玉県には１つ。

○「国営公園」は都道府県を超える場合が基本ですが、荒川太郎右衛門地区は越えていません。

○また、埼玉県には既に１つあり、関東でも４つあるため、新たな国営公園の設置は難しいと考えられます。

○そのため、候補は都市公園の都市林のみになると考えられます。

出典：国土交通省ＨＰ



１．公園の分類
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参考：都市公園法による設置基準について

出典：国土交通省ＨＰ



１．公園の分類
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都市公園 都市林

平成２４年改正でもこの部分は残っている。

○「都市公園」の中の「都市林」は、法律上の主旨からみて、公園化としての可能性があります。



１．公園の分類

10

都市公園 都市林



２．川島都市林についての川島町議会議事録

11

○川島町の議会録（平成１６年１２月）によると、川島都市林は休止として取り扱われています。

川島町議会録【 平成１６年 １２月 定例会（第４回）-12月14日－03号 】

◆１０番（鈴木久雄君） 10番、鈴木でございます。

－－ 略 －－

平成15年３月議会において一般質問をしました荒川河川防災ステーションは、その後どうなっておるのかお伺いいたします。

－－ 略 －－

◎町長（高田康男君）

それでは、鈴木議員さんのご質問にお答えをしたいと思いますけれども、まず防災対策についてでございますが、ご質問にもござ

いましたように、ことしは例年になく多くの台風が日本列島に上陸し、各地に大きな被害をもたらしたところでございますが、町の

被害状況につきましては、台風22号の際に床下浸水が１棟、道路冠水が５カ所、台風23号の接近時に床下浸水が１棟発生しており

ます。また、10月23日の夕方に発生した新潟県中越地震での被害状況ですが、本町は震度３で、幸いにして被害を受けたという報

告はいただいておりません。

町ではこのような自然災害等に対応するために、地域防災計画や水防計画を作成しております。いずれの計画におきましても、住

民の生命、身体及び財産を保護することを目的として、避難や立ち退きの勧告基準、周知方法や避難場所等について定めております。

災害弱者に対する対応につきましても、地域防災計画の災害予防計画や災害復旧対策計画を定め、通常時の対策と災害時での援助、

救援ができるよう努めてまいります。

また、荒川河川防災ステーションの計画についてですが、荒川河川防災ステーションの施設は、地元自治体が建設することになっ

ております。

この地元自治体で建設する施設については、荒川河川区域に計画された県の公園である（仮称）川島都市林の管理施設を当てる計

画を進めておりましたが、（仮称）川島都市林が休止となった現在、町単独でステーション施設を整備することは財政的にできない

と考えておりますので、ご理解を賜りたいと思います。



２．川島都市林についての川島町議会議事録
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○川島町の議会録（平成１６年１２月）によると、国が整備する防災ステーションの上部施設を、県営の川島都市林の整

備と一体的に整備することで町の負担の軽減を図ることとなっていたが、川島都市林が休止になったため、町での設置

は難しいとの答弁がなされています。

川島町議会録【 平成１６年 １２月 定例会（第４回）-12月14日－03号 】

◆１０番（鈴木久雄君） 10番、鈴木でございます。

－－ 略 －－

平成15年３月議会において一般質問をしました荒川河川防災ステーションは、その後どうなっておるのかお伺いいたします。

－－ 略 －－

◎都市計画課長（遠山洋君）

それでは、私の方につきましては、荒川河川防災ステーションの関係でお答えを申し上げたいと思います。

町長の方からもご答弁申し上げましたけれども、河川防災ステーションというのはご案内のとおり、洪水時の河川管理施設保全活動及

び災害時の緊急復旧活動の拠点となる施設ということで、所管が国土交通省に当たります。

この事業につきましては、用地工事等につきましては国の方で行うけれども、上部の施設については自治体で行うということで、この

上部の施設というのは、通常の場合については、公民館なり、あるいは体育館等、自治体が使っていいですよと。災害のときについては、

その関係者がそこに入れるだけの一定の広さが必要だということで、一般的には小学校体育館程度のものが必要かなというふうには考え

てございます。

以前にも鈴木議員さんのご質問でお答えしたとおり、川島でもこの施設の誘致ということを考えておりましたけれども、上部施設の費

用の関係で、当時仮称でございますけれども、県営の事業でございました川島都市林の整備計画がございました。それに基づいて、この

都市林の管理施設と一体的に整備をするということで、建設地として整備をしたいということで考えておりましたけれども、今現在、県

の（仮称）川島都市林の整備計画が休止という状況になっております。

そういうことになりますと、この河川防災ステーションを誘致いたしますと、上部施設を町単独で投資するという状況になります。先

ほども町長がお答えしたとおり、今現在の川島町の財政状況では非常に困難があるということでご理解を賜りたいと思いますので、よろ

しくお願いいたします。



３．第5次川島町総合振興計画（H25一部改正）
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関連部分の抜粋

○第５次川島町総合振興計画（Ｈ２５一部改正）では、荒川太郎右衛門地区は「公園・緑地系地域」となっています。
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関連部分の抜粋

○第５次川島町総合振興計画（Ｈ２５一部改正）では、河川敷の緑の保全が示されています。

３．第5次川島町総合振興計画（H25一部改正）



４．輪中の郷 環境総合計画（H27）
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関連部分の抜粋

○輪中の郷 環境総合計画（H27）では、荒川太郎右衛門

地区自然再生事業が計画の中に示されています。



５．桶川市緑のまちづくり基本計画改定版（H25）
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関連部分の抜粋

○桶川市緑のまちづくり基本計画改定版（H25）の「緑の格子づくり」では、荒川太郎右衛門地区は生態系保全のため

の緑地整備地区として位置づけられています。



17

関連部分の抜粋

５．桶川市緑のまちづくり基本計画改定版（H25）

○桶川市緑のまちづくり基本計画改定版（H25）の公園緑地などの創造と活用では、荒川太郎右衛門地区は旧流路の左

岸側が「広域レクリエーション需要に対応する公園緑地等（既存）」として位置づけられています。
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関連部分の抜粋

○桶川市緑のまちづくり基本計画改定版（H25）の「生き物の回廊の形成」では、荒川太郎右衛門地区は「河川沿いの

大規模ビオトープとして位置づけられています。」

５．桶川市緑のまちづくり基本計画改定版（H25）



６．上尾市総合計画（H23）
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関連部分の抜粋 ○上尾市総合計画（Ｈ２３）では、荒川太郎右衛門地区は「緑の拠点」として位置づけられて

います。
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関連部分の抜粋

６．上尾市総合計画（H23）

河川に関する記載



７．埼玉県総合計画（H23）
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関連部分の抜粋 ○埼玉県総合計画（Ｈ２３）では、「みどりと川を再生し自然と共存する」、「みどりの再生」、

「生物多様性保全の推進」が記載されています。



７．埼玉県総合計画（H23）
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関連部分の抜粋



７．埼玉県総合計画（H23）
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関連部分の抜粋


